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１．調査目的 

 国民の観光旅行の動向を明らかにし、諸施策を

推進するための基礎資料の作成を目的とする。 

 

２．調査項目  

(1) 過去１年間(平成31年４月～令和２年３月：

以下同様)の宿泊旅行の概要  

(2) 過去１年間の宿泊観光旅行 

(3) 今後の観光旅行の志向 

(4) その他 

 

３．調査の設計  

(1) 対象地域  全 国（47都道府県） 

(2) 調査の対象 インターネットモニター 

 ＊母集団は、提携ネットモニター 

(3) 対象者条件 15歳以上の男女個人 

 ＊ただし、マスコミ・広告、新聞・放送業、

市場調査の業種従事者は、調査関連業種と

して除外している。 

(4)  設計標本数 20,000       

(5)  標本抽出方法 都道府県別、性年代別人口

構成比に準拠して割付（平成27年度国勢調

査結果を使用） 

(6)  調査方法 インターネット調査 

(7)  調査時期 令和２年９月25日～10月１日 

 
注１：第９回昭和55年調査までは満18歳以上

の男女が調査の対象であったが、第10

回昭和57年調査から満15歳以上と対象

年齢を３歳下げて行った。第21回平成

14年度調査からは対象者を全国民とし

た。また、第31回平成24年度調査から

は、15歳以上のインターネットモニタ

ーを対象とした。 

 
 
 

注２：第18回平成11年度調査までは対象時期

が９月～８月であったが、第19回平成

12年度調査からは４月～３月としてい

る。なお、第31回平成24年度調査から

インターネット調査とした。 

 

 

４．調査担当 

  株式会社サーベイリサーチセンター 
 

５．回収結果 

有効回収数   20,000 
 

６．分類定義 

 
 

７．調査対象の特性 

 

北海道 北海道

東北
青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形

県、福島県

関東
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉

県、東京都、神奈川県

甲信越 新潟県、山梨県、長野県

中部
富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡

県、愛知県

関西
三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫

県、奈良県、和歌山県

中国
鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口

県

四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州
福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分

県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

大都市 東京23区+政令指定都市

中都市 人口10万人以上の都市

小都市 人口10万人未満の都市

町村 郡部・町村

地

　

　

域

都

市

規

模

（人数） （％）

20,000 100.0

北 海 道 868 4.3

東 北 1,408 7.0

関 東 6,853 34.3

甲 信 越 816 4.1

中 部 2,541 12.7

関 西 3,540 17.7

中 国 1,149 5.7

四 国 594 3.0

九 州 2,231 11.2

大 都 市 6,519 32.6

中 都 市 8,817 44.1

小 都 市 3,498 17.5

町 村 1,166 5.8

全　　　　　　体

地

　

　
域

都

市

規
模
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７．調査対象の特性(つづき)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜「自営の商工業」「管理職」「事務・技術職」

「労務・技能職」について＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜「就業形態」について＞ 
 

（人数） （％）

20,000 100.0

男 性 9,932 49.7

女 性 10,068 50.3

15 ～ 17 歳 517 2.6

18 ～ 19 歳 685 3.4

20 ～ 24 歳 1,166 5.8

25 ～ 29 歳 1,251 6.3

30 ～ 34 歳 1,440 7.2

35 ～ 39 歳 1,655 8.3

40 ～ 49 歳 3,682 18.4

50 ～ 59 歳 3,106 15.5

60 ～ 69 歳 3,666 18.3

70 歳 以 上 2,832 14.2

１ 人 （ あ な た の み ） 3,622 18.1

２ 人 6,523 32.6

３ 人 4,873 24.4

４ 人 3,403 17.0

５ 人 1,093 5.5

６ 人 以 上 486 2.4

単 身 世 帯 3,622 18.1

夫 婦 だ け の 世 帯 4,995 25.0

夫 婦 と 親 の 世 帯 1,439 7.2

夫 婦 と 子 ど も の 世 帯 7,296 36.5

親 と 夫 婦 と 子 ど もの 世帯 1,165 5.8

そ の 他 1,483 7.4

200 万 円 未 満 2,206 11.0

400 万 円 未 満 4,351 21.8

600 万 円 未 満 3,694 18.5

800 万 円 未 満 2,412 12.1

1000 万 円 未 満 1,467 7.3

1500 万 円 未 満 1,144 5.7

2000 万 円 未 満 213 1.1

2000 万 円 以 上 153 0.8

わからない ・答え た く な い 4,360 21.8

全　　　　　　体

同

居

家
族

の

人

数

同

居

家
族

の

形

態

世

　

帯
　

所

　

得

性

別

年

　

　
齢

（人数） （％）

20,000 100.0

未 婚 7,481 37.4

既 婚 10,809 54.0

離 別 ・ 死 別 1,710 8.6

持 っ て い る 15,630 78.2

持 っ て い な い 4,370 21.9

農 林 漁 業 140 0.7

自 営 の 商 工 業 907 4.5

自 由 業 577 2.9

管 理 職 925 4.6

事 務 ・ 技 術 職 4,397 22.0

労 務 ・ 技 能 職 2,683 13.4

主 婦 ・ 主 夫 4,839 24.2

学 生 1,550 7.8

無 職 3,750 18.8

そ の 他 232 1.2

全　　　　　　体

未

既

婚

免

許

保
有

職

　

　
業

（人数） （％）

11,726 100.0

８日以上（完全週休２日制） 7,854 67.0

５ 日 ～ ７ 日 （ 変則 ２日 制 ） 2,570 21.9

４ 日 以 下 （ 変 則 １ 日 制 ） 939 8.0

そ の 他 363 3.1

決 ま っ て い る 7,980 68.1

決 ま っ て い な い 3,746 31.9

５ 日 以 下 2,101 17.9

６ ～ 10 日 2,532 21.6

11 ～ 15 日 1,332 11.4

16 日 以 上 1,222 10.4

有 給 休 暇は とら なか った 1,192 10.2

有 給 休 暇 は な い 3,347 28.5

勤

務

先
の

休

日

数

週

休

曜
日

有

給

休
暇

取

得

日

数

全　　　　　　体

（人数） （％）

20,000 100.0

正 規 の 職 員 ・ 従 業 員 6,629 33.1

パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 3,150 15.8

労働者派遣事務所の派遣社員 309 1.5

契 約 社 員 ・ 嘱 託 801 4.0

そ の 他 837 4.2

無 職 （ 定 年 退 職 含 む ） 8,274 41.4

就

　

業
　

形

　

態

全　　　　　　体
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【【都都道道府府県県別別集集計計７７】】再再来来訪訪意意向向  
  

再来訪意向をみると、再来訪意向ありの割合（「大変そう思う」、「そう思う」、「ややそう

思う」の割合の合計値）が最も高いのは沖縄県で 95.4％、次いで京都府（93.9％）、大分県

（93.4％）となっている。 

「大変そう思う」割合は、沖縄県が 56.2％と最も高く、次いで千葉県（47.7％）、京都府

（45.9％）、北海道（45.7％）となっている。 

図図表表３３－－８８：：都都道道府府県県別別再再来来訪訪意意向向（（再再来来訪訪意意向向あありりのの割割合合がが高高いい順順）） 

 
    

(％)

n=

大変そう
思う
割合

再来訪意
向ありの
割合

TOTAL 24,385 38.5 90.7
沖縄県 769 56.2 95.4
京都府 981 45.9 93.9
大分県 334 40.1 93.4
北海道 1,668 45.7 93.3
静岡県 1,301 36.9 93.3
鹿児島県 322 37.0 92.5
大阪府 1,119 45.1 92.4
栃木県 756 34.8 91.8
山梨県 477 33.8 91.8
長野県 1,138 37.3 91.7
和歌山県 324 30.6 91.7
福井県 237 33.3 91.6
神奈川県 1,147 34.3 91.5
広島県 449 39.6 91.5
熊本県 259 37.8 91.5
愛媛県 185 34.1 91.4
長崎県 361 41.0 91.4
愛知県 561 36.0 91.3
兵庫県 717 33.2 91.1
福岡県 711 39.8 91.0
東京都 2,072 42.2 90.8
新潟県 437 40.5 90.6
香川県 187 26.7 90.4
石川県 509 36.5 90.0
福島県 537 34.3 89.9
群馬県 604 36.1 89.7
宮城県 521 35.1 89.6
青森県 252 38.5 89.3
千葉県 969 47.7 89.3
富山県 257 30.4 89.1
三重県 495 33.3 88.9
鳥取県 207 39.6 88.9
岩手県 242 40.9 88.4
秋田県 199 34.7 88.4
山形県 326 34.7 88.3
佐賀県 135 30.4 88.1
岐阜県 408 27.9 88.0
徳島県 105 26.7 87.6
高知県 169 37.9 87.6
埼玉県 273 35.9 87.5
滋賀県 248 27.0 87.5
島根県 226 31.0 87.2
山口県 240 29.2 87.1
宮崎県 139 40.3 86.3
茨城県 237 29.5 84.4
奈良県 165 33.9 83.0
岡山県 209 29.7 82.8

※5％未満は非表示、再来訪意向ありの割合が高い順に掲載

38.5

56.2

45.9

40.1
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表１．過去１年間の実態 －宿泊観光旅行 

 

項 目 宿泊観光旅行の実態 

1)参 加 率        ４７．４％ 

2)参加回数  

   全体平均       １．３２回 

   参加者平均       ２．７８回 

3)実 施 月   ８月が １３．３％でピ－ク 

4)目 的 地   県   内        １１．２％ 

  県   外        ８８．０％ 

5)出発した日   平   日        ３６．３％ 

  土・日・祝        ３４．３％ 

6)行   動 ①自然の風景をみる     ５２．１％ 

  (複数回答) ②温泉浴          ３５．８％ 

 ③名所・旧跡をみる     ３４．１％ 

7)主な行動 ①温泉浴          １９．１％ 

 ②自然の風景をみる     １５．３％ 

 ③名所・旧跡をみる     １３．１％ 

8)同 行 者 ①家族           ５５．２％ 

 ②友人・知人        ２０．６％ 

 ③自分ひとり        １６．５％ 

9)同行人数 ①２～３人         ５８．０％ 

 

 

②１人            
１６．９％ 

②４～５人 

10)利用交通機関 ①自家用車         ４４．７％ 

(複数回答) ②ＪＲ鉄道         ３９．１％ 

 ③私鉄           １６．６％ 

 ④飛行機          １６．０％ 

 ⑤路線バス         １２．７％ 

11)宿泊施設 ①ホテル          ６５．７％ 

  ②旅館           ２２．１％ 

12)宿 泊 数     平均 １．６９泊 

13)旅行費用  

 総  費  用  ５４，３００円 

 宿  泊  費   ２３，０８０円 注)旅行会社の募集団体 

 交  通  費   １５，３３０円  及び「職場、学校」 

 土 産 の 費 用   ６，４９０円  「地域宗教」の団体 

 観 光 行 動 費  １２，０４０円  を除く 

  

４．調査結果概要 

－31－
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表２．過去１年間の宿泊旅行の実態 

 

旅行の種類 参加率 
参加回数 

（全体平均） 

参加回数 

（参加者平均） 

全体 ５６．８％ ２．４４回 ４．３０回 

観光旅行 ４７．４％ １．３２回 ２．７８回 

出張などの商用  ８．６％ ０．４８回 ５．５８回 

帰省などの私用 １４．９％ ０．４４回 ２．９７回 

兼観光旅行  ７．６％ ０．２０回 ２．６７回 

 

 

 

表３．今後１年間の宿泊観光旅行の希望 

 

1)参加希望率 ６１．１％ 

2)参加希望回数 ２．２６回 

3)希望季節 秋 ３１．１％、   春 １９．０％ 

4)希望宿泊数 ２．１０泊 

5)希望費用 
総費用         ４５，６７０円 

１泊あたり宿泊費   １１，２８０円 

6)希望する旅行の 

 種類 

①温泉を楽しむ      ４６．８％ 

②食を楽しむ       ２７．２％ 

③季節の花々を楽しむ   ２３．９％ 

④寺社仏閣を楽しむ    ２３．４％ 

⑤リゾートライフを楽しむ ２０．９％ 
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図図表表１１－－1122：：同同行行者者のの実実績績とと希希望望のの比比較較   

 

 

 

 

 

 

 

 交通手段については、「ＪＲ鉄道」の利用希望が 42.6％で最も高く、「飛行機」（35.7％）、

「自家用車」（33.4％）と続く。令和元年度の実績と比較すると、「飛行機」では、希望が実

績を大幅に上回っている。一方、コロナ禍において人との接触を避けるために利用の増加が

見込まれる「自家用車」については、実績よりも希望が下回る結果となっている。 

 

図図表表１１－－1133：：利利用用交交通通手手段段のの実実績績とと希希望望のの比比較較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望する宿泊観光旅行タイプについてワーケーションとブレジャーに注目すると、ワー

ケーションは 4.8％、ブレジャーは 1.6％と、全体におけるその希望率は低い。職業別にみ

ると、ワーケーションは「学生」において希望割合が高い点が特徴である。 

 

図図表表１１－－1144：：職職業業別別希希望望すするる宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの目目的的（（ワワーーケケーーシショョンン・・ブブレレジジャャーー）） 
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本調査は、全国の 20,000人を対象に、令和元年度（平成 31年４月～令和２年３月までの

１年間）の国内旅行の実態と、今後の希望について調査を行ったものである。この調査は、

昭和 39 年から継続して実施しており、国民の観光動向を 50 年以上のロングスパンで比較

検証できる調査である。ただし、平成 24年度調査（23年度の宿泊観光旅行実態を調査）よ

り、訪問留置調査から現在のインターネット調査へと調査手法を変更したため、平成 22年

度以前と平成 23 年度以降のデータとでは単純に比較はできない。 

令和元年度の宿泊観光旅行は、昨年度の旅行実態よりも参加率が減少しており、特に３月

の参加率の落ち込みが大きい。また、参加希望についても大きく減少しており、実績、希望

ともに年度末からの新型コロナウイルス感染拡大の影響が現れたものと考えられる。 

 
DDaattaa１１  宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの参参加加率率  

  

 令和元年度における宿泊観光旅行への参加率は 47.4％となり、昨年度に比べ 2.7 ポイン

トの減少となっている。宿泊観光旅行の参加率は、昨年度はやや増加したものの、今年度は

減少に転じており、長期的にみると漸減傾向にある。性別にみると、男性の参加率は昨年度

に比べ 0.6ポイント減の 48.3％、女性の参加率は昨年度に比べ 4.7ポイント減の 46.6％で

あった。男性に比べて、女性の参加率の減少幅が大きくなっており、平成 27年度以来初め

て、女性の参加率が男性の参加率を下回る結果となった。 

 性・年代別にみると、男性では 20 代・30 代・60 代の参加率が増加しているが、10 代と

40代・50 代は経年で減少傾向が見られる。女性では唯一 20代で増加しているものの、他す

べての年代で昨年度より減少しており、特に 10代と 70歳以上で減少幅が大きい。 
  

図図表表２２－－１１：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移（（全全体体／／性性別別）） 

 

 

 

 

 

 

 

２．令和２年度調査結果のポイント 

平成

23年度
24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

令和

元年度

全体 54.4 54.9 54.2 53.8 55.3 53.2 49.0 50.1 47.4

男性 52.9 53.3 52.2 52.3 55.6 51.6 48.7 48.9 48.3

女性 56.0 56.5 56.3 55.2 54.9 54.7 49.4 51.3 46.6

45.0

50.0

55.0

60.0

（％）
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平成29年 30年 31年 令和2年

1月 6.8 5.2 6.8 7.4

2月 6.1 5.2 6.5 6.2

3月 12.1 10.2 10.8 5.5
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図図表表２２－－２２：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移（（性性・・年年代代別別）） 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を明らかにするため、過去４年間の１～３月の宿泊

観光旅行への参加率を比較する。令和２年１、２月の参加率は例年並みであるものの、国内

で新型コロナウイルス感染拡大が深刻化し始めた３月は、それまでと比べて半分近くにま

で落ち込んでおり、新型コロナウイルス感染拡大の影響が顕著に現れている。性・年代別で

も同様に、３月はすべての性・年代で大幅に減少している。 

図図表表２２－－３３：：１１～～３３月月のの宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移  

 

 

 

 

 

 

  

図図表表２２－－４４：：３３月月のの宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移（（性性・・年年代代別別）） 
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図図表表２２－－２２：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移（（性性・・年年代代別別）） 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を明らかにするため、過去４年間の１～３月の宿泊

観光旅行への参加率を比較する。令和２年１、２月の参加率は例年並みであるものの、国内

で新型コロナウイルス感染拡大が深刻化し始めた３月は、それまでと比べて半分近くにま

で落ち込んでおり、新型コロナウイルス感染拡大の影響が顕著に現れている。性・年代別で

も同様に、３月はすべての性・年代で大幅に減少している。 

図図表表２２－－３３：：１１～～３３月月のの宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移  

 

 

 

 

 

 

  

図図表表２２－－４４：：３３月月のの宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加率率のの推推移移（（性性・・年年代代別別）） 
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DDaattaa２２  宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの回回数数  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

H23

年度

24

年度

25

年度

26

年度

27

年度

28

年度

29

年度

30

年度

R1

年度

15～19歳 0.86 0.91 0.82 0.99 1.13 0.69 0.87 0.90 1.19

20代 1.24 1.24 1.27 1.29 1.79 1.40 1.02 1.35 1.69

30代 1.17 1.36 1.26 1.28 1.55 1.27 1.03 1.24 1.38

40代 1.25 1.35 1.12 1.28 1.41 1.14 1.07 1.22 1.21

50代 1.35 1.17 1.28 1.36 1.32 1.32 0.99 1.29 1.13

60代 1.53 1.72 1.55 1.54 1.96 1.76 1.13 1.59 1.55

70歳以上 1.68 1.72 1.57 1.58 1.55 1.58 1.27 1.57 1.52

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

（回） 【男性】

H23

年度

24

年度

25

年度

26

年度

27

年度

28

年度

29

年度

30

年度

R1

年度

15～19歳 0.84 0.83 0.85 0.84 1.15 0.88 0.76 1.25 1.23

20代 1.39 1.48 1.47 1.50 1.55 1.65 1.29 1.63 1.78

30代 1.38 1.22 1.22 1.21 1.37 1.21 0.90 1.28 1.23

40代 1.19 1.21 1.17 1.15 1.20 1.02 0.85 1.21 1.01

50代 1.37 1.48 1.30 1.31 1.56 1.27 0.94 1.08 1.01

60代 1.72 1.66 1.77 1.66 1.64 1.43 1.12 1.46 1.35

70歳以上 1.84 1.79 1.66 1.71 1.43 1.62 1.18 1.46 1.34

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

（回） 【女性】

H23

年度

24

年度

25

年度

26

年度

27

年度

28

年度

29

年度

30

年度

R1

年度

全体 1.41 1.43 1.37 1.39 1.50 1.36 1.06 1.35 1.32

男性 1.37 1.43 1.34 1.38 1.57 1.38 1.09 1.36 1.38

女性 1.46 1.44 1.41 1.40 1.44 1.34 1.03 1.34 1.26

1.00

1.20

1.40

1.60
（回）

宿泊観光旅行への参加回数は全体で 1.32

回と昨年度に比べ僅かに減少している。男

性は 0.02 回の増加、女性は 0.08 回の減少

となっている。 

 性・年代別にみると、男性では 30代以下

の各層で昨年度から増加、40 代以上の各層

では減少している。女性では、20代が 1.78

回と最も多く、昨年度よりも増加している

が、その他の年代ではいずれも減少してい

る。 

図図表表２２－－５５：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行へへのの参参加加回回数数（（全全体体平平均均））  

のの推推移移（（全全体体／／性性別別）） 

図図表表２２－－６６：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行へへのの参参加加回回数数（（全全体体平平均均））のの推推移移（（性性・・年年代代別別））  
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DDaattaa３３  旅旅行行費費用用   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

  

DDaattaa４４  交交通通手手段段  
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 宿泊観光旅行における１回当たりの総費

用は 54,300 円で昨年度から 580 円の減少と

なっている。１泊当たりの総費用は 150円の

減少である。 

 一方、希望費用では、１回当たりの総費用

が 45,670円と、昨年度から 3,050円減少し、

実績と希望の差が大きく開く結果となった。

１泊当たりの総費用は 21,750 円と、昨年度

から 910円の減少である。 

 宿泊観光旅行における利用交通手段は、

「自家用車」が 44.7％と最も高く、次いで「Ｊ

Ｒ鉄道」が 39.1％、「私鉄」が 16.6％と続く。

経年的変化でみると、「ＪＲ鉄道」、「私鉄」、

「路線バス」の公共交通機関にそれぞれ増加

が見られ、特に「ＪＲ鉄道」は 6.0ポイント

増となっている。また、経年で漸減傾向にあ

った「自家用車」が 2.4ポイント増加してい

る。 

※平成 25年度調査（平成 24年度）の希望費用は、聴取方法を変更しているためデータの比較が難しく、 

掲載をしていない。 

図図表表２２－－７７：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの総総費費用用のの推推移移  

（（11 回回当当たたりり／／11 泊泊当当たたりり）） 
 

図図表表２２－－８８：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの総総費費用用のの推推移移（（11 回回当当たたりり／／11 泊泊当当たたりりのの実実績績とと希希望望））  

図図表表２２－－９９：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの利利用用交交通通手手段段のの推推移移 
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DDaattaa３３  旅旅行行費費用用   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

  

DDaattaa４４  交交通通手手段段  
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 宿泊観光旅行における１回当たりの総費

用は 54,300 円で昨年度から 580 円の減少と

なっている。１泊当たりの総費用は 150円の

減少である。 

 一方、希望費用では、１回当たりの総費用

が 45,670円と、昨年度から 3,050円減少し、

実績と希望の差が大きく開く結果となった。

１泊当たりの総費用は 21,750 円と、昨年度

から 910円の減少である。 

 宿泊観光旅行における利用交通手段は、

「自家用車」が 44.7％と最も高く、次いで「Ｊ

Ｒ鉄道」が 39.1％、「私鉄」が 16.6％と続く。

経年的変化でみると、「ＪＲ鉄道」、「私鉄」、

「路線バス」の公共交通機関にそれぞれ増加

が見られ、特に「ＪＲ鉄道」は 6.0ポイント

増となっている。また、経年で漸減傾向にあ

った「自家用車」が 2.4ポイント増加してい

る。 

※平成 25年度調査（平成 24年度）の希望費用は、聴取方法を変更しているためデータの比較が難しく、 

掲載をしていない。 

図図表表２２－－７７：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの総総費費用用のの推推移移  

（（11 回回当当たたりり／／11 泊泊当当たたりり）） 
 

図図表表２２－－８８：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの総総費費用用のの推推移移（（11 回回当当たたりり／／11 泊泊当当たたりりのの実実績績とと希希望望））  

図図表表２２－－９９：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行のの利利用用交交通通手手段段のの推推移移 
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DDaattaa５５  宿宿泊泊観観光光旅旅行行ををししななかかっったた理理由由  
  

  性・年代別に宿泊観光旅行をしなかった理由をみると、男女ともに 20 代～50代は「経済

的余裕がない」をあげる割合が高く、４割前後となっている。また、男性 60代以上、女性

50 代以上では「家を離れられない事情があった」が目立ち、自身の体調や家族の介護とい

った各家庭での事情があったことが推測され、男女とも 70 歳以上では「健康上の理由で」

の割合が高くなっている。また、男女とも 60 代以上で「何となく旅行しないまま過ぎた」

の割合が高くなっている。 

 昨年度調査と比較すると、「経済的余裕がない」、「時間的余裕がない」、「家を離れられな

い事情があった」の回答率は減少している。一方、「何となく旅行しないまま過ぎた」の回

答率が増加しており、「行きたいと思う所がない」は僅かながら増加している。旅行行動へ

の制約を要因とする割合が減っている一方で、人々の生活において旅に出かける魅力も低

下している可能性がある。 

  

図図表表２２－－1100：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行ををししななかかっったた理理由由のの比比較較  
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TOTAL（H30年度） 10,921 5.2 39.1 34.1 14.5 10.1 6.0 7.2 9.5 6.5 16.4 3.4 8.0 2.8

TOTAL（R1年度） 10,513 4.1 37.4 29.4 12.6 9.1 4.9 7.7 10.4 6.3 20.0 2.9 8.0 5.1

男性15～19歳 365 4.4 28.8 45.2 4.1 3.3 2.7 6.6 11.8 9.3 14.8 2.2 11.0 6.6

男性20代 597 4.4 43.4 31.7 4.0 3.4 6.2 10.6 12.1 7.2 17.1 2.7 14.7 2.7

男性30代 794 2.5 41.9 35.1 8.1 5.3 6.0 8.7 14.5 9.2 14.0 2.4 14.9 2.9

男性40代 997 3.9 46.6 37.7 7.4 4.6 4.7 9.2 11.2 8.3 15.7 2.0 10.8 3.0

男性50代 887 4.5 44.9 40.1 9.4 6.3 3.3 6.9 10.8 5.7 15.0 1.2 7.9 2.7

男性60代 868 6.5 29.5 23.5 15.8 9.8 3.9 7.8 12.7 5.6 22.0 3.5 5.6 4.5

男性70歳以上 626 5.1 27.6 12.6 17.1 16.8 3.0 6.5 10.1 8.5 27.6 2.7 5.3 7.3

女性15～19歳 343 4.7 32.4 48.4 6.4 5.0 5.2 7.6 6.4 6.7 19.5 3.5 5.2 6.7

女性20代 496 5.0 45.8 32.5 8.9 9.7 7.1 8.3 12.3 5.6 17.1 3.2 9.1 4.4

女性30代 750 3.9 46.1 30.5 9.6 8.0 8.3 6.5 10.8 4.8 20.3 2.8 7.5 6.0

女性40代 1,020 2.5 46.2 34.2 12.5 8.5 5.6 7.0 8.3 4.7 18.4 3.1 8.0 5.0

女性50代 925 3.4 39.8 29.5 18.9 9.2 5.0 5.5 8.3 4.6 21.4 3.1 6.3 4.5

女性60代 999 4.4 26.8 16.4 21.2 11.8 4.0 8.6 8.8 5.5 24.9 3.3 4.9 8.5

女性70歳以上 846 4.1 18.3 12.2 19.4 21.2 4.3 7.4 8.3 5.6 29.2 4.3 3.3 7.2
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DDaattaa６６  宿宿泊泊観観光光旅旅行行へへのの参参加加希希望望率率  
  

  宿泊観光旅行への参加希望率は、昨年度に比べて 9.7ポイントの大幅な減少となってい

る。特に女性の 30代以上で昨年度より大きく減少しており、現下の新型コロナウイルス

感染拡大の影響が現れていると推察される。 

 

図図表表２２－－1111：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加希希望望率率のの推推移移（（全全体体／／性性別別）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図表表２２－－1122：：宿宿泊泊観観光光旅旅行行参参加加希希望望率率のの推推移移（（性性・・年年代代別別））  
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